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総説

ダニ類を中心とした陸域の微小生物の分類学的研究

Review of my research to date: taxonomical studies of terrestrial microorganisms with particular 
references to mites

【第 1 9 回日本動物分類学会賞受賞記念論文】

島野智之

Satoshi Shimano

ABSTRACT
My studies of zoological taxonomy were initiated using oriba-
tid mites as study objects. I also had the idea of looking into 
the biology of these mites and eventually, we were the first to 
discover a pheromone (geranial) produced by oribatid mites. 
Next, we discovered that one of the substances of the external 
secretion from oribatid mites serving as a defense against ene-
mies, contains a poisonous component also used by their pred-
ator, the poison frog with bioconcentration. Geranial and neral 
are chemical isomers which are produced and secreted by orib-
atid mites. The astigmatid mites derived from the oribatid 
mites share the same substance (neral) as a secretion material. 
The traditional method of ripening a few kinds of European 
cheese with astigmatid mites seems to partly impart the lemon 
flavor of the neral to the cheese.
I have switched my research to the ecology and agricultural 
use of soil protists in the past, to obtain a position in the re-
search institute of the Ministry of Agriculture, Forestry, and 
Fisheries. Eventually, however, I focused my research towards 
zoological taxonomy again, but now for protists and finally, I 
was also involved in the revision of the eukaryotic classifica-
tion.
During the study of endangered species, we redescribed the 
testate amoeba species, Difflugia biwae Kawamura, 1918, in 
the ancient Lake Biwa in Japan. We also discovered that the 
feather mite Compressalges nipponiae Dubinin, 1950, which 
was known to dwell in the wings of the Japanese Crested Ibis, 
had become extinct along with the Japanese lineage, and re-
described the species.
Scolopendra alcyona Tsukamoto & Shimano, 2021, described 
from the Ryukyu Islands in cooperation with local citizens, is 
the third semi-aquatic species of the genus Scolopendra Lin-

naeus, 1758 in the world, and the first species of the genus de-
scribed in 143 years. Moreover, it is the first centipede species 
described by Japanese researchers in this giant centipede ge-
nus. 
Ameronothrus twitter Pfingstl and Shimano, 2021, oribatid 
mite, was voted by the World Register of Marine Species 
(WoRMS) as one of the “Ten remarkable new marine species 
from 2021” as “the Japanese Twitter mite” was described with 
the help of Twitter, a popular social networking service. It will 
be essential to incorporate citizen science into zoological sys-
tematics and work with the public in scientific endeavors in the 
future.

Key Words: mites, new species, “ciron”, centipedes, 
endangered species, extincts, feather mites, soil animals, 
testate amoebae, protists

きっかけ

ササラダニ類とホソカタムシ類を専門とする動物分

類学者である本学会の名誉会員，青木淳一先生の研究

室（青木，2008）の門を叩いたのが1993年6月4日．

最初に横浜国立大学に足を踏み入れた．ムシ（6·4）の
日である．そのちょうど29年後の2022年6月4日–5
日に，日本動物分類学会賞を受賞させていただいたこ

とは，本当に光栄なことと，まず冒頭に，学会と学会

員の皆様に感謝をいたします．

私も子供の頃から昆虫学者になりたかったものの，

様々な偶然と，師である青木先生との出会いからダニ

学者を志すようになった（青木先生もホソカタムシ類

の研究をされているように，もとから昆虫がお好きで

あった）．その原点は，青木先生の本「ダニの話」（青

木，1968）は物心ついてからどこかで読んでおり，「自

然の診断役　土ダニ」（青木，1983）は中学生の頃から

大学院生になるまで，幾度の引っ越しでもずっと持ち
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歩いてきた（図1）．もっとも，シュレーディンガーの

「生命とはなにか」（シュレーディンガー，1951）も同

様に持ちあるいていたわけだが．

現在，青木淳一先生というひとりの偉大な動物分類

学者の足跡を毎日のように眺めており（島野・青木，

2015； 島野・高久，2016； 島野ら，2022），逆に，そ

れを感じざるを得ない立場にある．かつて，私は日本

全国どこの土を採取しても，J. Aokiが記載したササラ

ダニが出てくるので，それならばと，いっそ東南アジ

アのタイにフィールドを移そうとしたことがある．と

びきり上等の自然林土壌からでてきたササラダニを，

「これは見たことがないぞ」と，心を躍らせて同定す

ると，みごとに，J. Aokiがタイから（送られた標本を

元に）記載したササラダニの既知種であった．所詮，

お釈迦様の手の上を飛び回っていただけかと落胆して

タイから撤退した．

普通は師の後を追うわけだが，私の場合にはいかに

師とは別の生き方をすべきかと考えて学生時代をすご

した．しかし，いつからか，師と同じ道を進みたいと

思ってみたものの，研究環境がそれを許さず，なかな

か，同じ道は歩めないでいた．

もっとも，ササラダニ類にずっとコツコツと打ちこ

んでこられた青木先生の様に生きたいと思っても，

「拡散的」性格をもつ私には，所詮無理なことなのだ

ということに，最近になってやっと気づいたのであ

る．それまで，夜寝ていても，青木先生が夢に出てき

て胸が苦しくなって，飛び起きるということが10年
以上つづいた．

本来の私の気質である「拡散的」性格が，扱う研究

材料まで「拡散的」にしてしまったのは，1999年4月
から2005年5月までの農林水産省東北農業研究セン

ター（独立行政法人 農業・生物系産業技術研究機

構 東北農業研究センター 畑地利用部）への就職であ

る．後進のために，ここに書いておくが，奨学金返還

のために国立研究所への就職を選んだことが，その

きっかけとなった．この研究所から私に与えられた

ミッションが「持続可能性を重視した畑地生産に貢献

する土壌性原生生物の研究」であった．新しい分野を

切り拓くのは，私の強みであるという理由のない自信

が，土壌性原生生物というポジションの公募に応募さ

せてしまったのである．

私が所属していた農林水産省系列の研究所の土壌動

物研究チームでは，ササラダニの食菌性（糸状菌を食

べるという性質）を，植物病害の防除，つまり，植物

病の原因となる植物病原性の糸状菌の駆除に役立てよ

うとしていたのである（例えばEnami et al., 1996; En-
ami and Nakamura, 1996）．糸状菌によって引き起こさ

れる苗の立ち枯れ病を，ササラダニが食べてくれるこ

とで，病気を予防しようという考え方である．同様

に，私に下されたミッションは，原生生物を病害駆除

に役立てろと言うわけである．

これは持続可能な農業の先駆けとなる研究であり，

私達のチームもその農業の持続可能性のために作られ

た特別編成の土壌動物研究チームだったので，当時は

めざましく，注目されたプロジェクトでもあった．し

かしながら，実際には，実用化は難しかった．実験室

内と農業現場では，様々に要因が異なり，野外では条

件がさらに複雑になる．この条件が複雑で再現性が低

いために，病原菌1種に対して病害防除資材1つを用

いる一対一の防除の実用化はなかなか出来なかったわ

けである．当時，それが解っていながら，農林水産省

というお役所の性から，いったん，方向付けられた研

究は途中で方向転換をすることがむずかしく，原生生

物を用いて，一対一の防除の実用化を追いかける研究

はかなりの苦痛であった．

時代が進むと，病害菌と病害防除資材一対一の防除

ではなく，一対多（あるいは多対多）の観点を持つ総

合的病害防除（IPM: Integrated Pest Management）とい

う視点が農業に加わり，病害防除については，複数の

図1. ササラダニ研究のきっかけとなった本．青木淳一

著「自然の診断役　土ダニ」．
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防除資材を組み合わせることによって，環境条件の変

化にも耐えながら適切に防除をすすめるのだ（桐谷，

1998, 2005），という方向性になるが，当時はその前段

階であった．その次の段階では，総合的生物多様性管

理（IBM: Integrated Biological-diversity Management）
と言う概念に取って代わられることになった（桐谷，

1998, 2005）．
最近，土壌から発生するため削減が難しいとされる

温暖化ガス，一酸化二窒素（N2O）の排出量をダニ

（ササラダニ類，ケダニ類）が土壌に生息しているこ

とによって半減できたとする報告があった（Shen et 
al., 2021）．これなどは，まさに土壌の生物多様性を

増せば，結果的に農業や社会への利点があるという好

事例だろう．

このような機能の観点からの研究にまで至らなくて

も，分類学の観点からでも多様性研究で，私に出番が

あったかもしれないが，そこまで待たずに，農業から

飛び出して良かったかもしれない．根圏での原生生物

の多様性と機能についても総説にまとめてはみたが

（島野，2002, 2007, 2018a），私の所属していた土壌肥

料という分野にこれらの概念が訪れるのはかなり時間

が必要だった．

話は戻るが，農業研究の中で，私がよりどころとし

て，コッソリたどり着いたのは，やはり分類学であっ

た．これは後に真核生物の高次分類体系の改訂（Adl 
et al., 2019）などに繋がった（島野，2009a, 2017； 矢

﨑・島野，2020）．しかしながら，当時はなんとか，

農学の仮面を被って，分類学を研究できないかと考え

たが，原生生物の種同定もかなり苦労はした．繊毛虫

細胞の銀染色の手法や電子顕微鏡標本の作成方法を，

国内外の研究者に教わりに行った（島野，2009b, 
2018aなど）．特定の株を作成して，それを研究する

のではなく，農学という性格上，土壌からでてくる原

生生物を片端から同定していくこともしなければなら

ず，広くいくつもの分類群を捉えるという苦労も伴っ

た（島野，2021）．2005年に国立大学法人宮城教育大

学環境教育実践研究センターに異動してからも，単に

農学が環境教育になったというだけで，時間は圧倒的

に分類学以外の野外での環境教育に割かなければなら

なかった（例えばOfei-Manu and Shimano, 2010, 2012；
島野，2011）．2011年に仙台で被災した東日本大震災

をきっかけに，自分の研究したいことを研究すること

にした．

次の年に初めての単著の題名を「ダニ・マニア」

（島野，2012）としたことからも，御理解いただけると

思う．なりふり構わず「マニア」で良いと思ったので

ある．宮城県南三陸町の自然活用センターにあった走

査型電子顕微鏡で撮影したダニの写真をこの単著で

使った．当の走査型電子顕微鏡は津波で流されてし

まっており，復興へのアピールもできるかと思ったか

らである．

東京に赴任してから先の私の研究生活のテーマは，

自由生活性ササラダニ類にならって「自由気まま」に

することにした．このようにして，なんとか動物分類

学の世界に帰ってくることができた．

ここから先は，「拡散的」な性格が良く反映した，

この数年間の研究を中心に書いてみたい．

ササラダニ類の警報フェロモンの発見から

恩師とは別の生き方をすべきかと考えた大学院時代

に動物分類学の研究室で，バイオアッセイ系の実験を

考えた．このこと自体，すでに恩師に迷惑をかけてい

ると実感できるようになったのは，かなり時間が経っ

てからだ．申し訳ない限りである．ただ，運良くササ

ラダニ類で初めてのフェロモンの発見となった（Shi-
mano et al., 2002）．
この時に，ササラダニ類の若虫（未成熟個体）から

見つけた警報フェロモンは，ゲラニアールという．ゼ

ラニウムから名付けられているように芳香がある．ゲ

ラニアールは，コナダニ類の警報フェロモンとしてよ

く知られていたネラールの異性体である．つまり，ゲ

ラニアールとネラールは，構造がほぼ同じで，二重結

合における空間的（立体的）な配置の違いのみがあ

る．また，分泌された後，時間が経つと，ゲラニアー

ルがネラールに，ネラールがゲラニアールに変化し，

その結果化学平衡に達する性質を持っている．このよ

うなシス–トランス異性体であるゲラニアールとネ

ラールをあわせてシトラール（シトラス，柑橘類の意

味，実際にレモン香がある）という（島野，2015；清

水，2022）．
ダニ個体間の「意志の疎通」は，ダニの身体の後体

部油腺とよばれる分泌腺から外分泌される化学物質に

よっておこなわれる．シトラールに注目するなら，サ

サラダニではゲラニアールとネラールがフェロモンと

しての機能をもち，コナダニ類では専らネラールのみ

が機能を持つのは大変に面白いが，それがなぜなのか

は解っていない．また，双方は僅かの分泌で日常的に

は集合フェロモンの機能を持ち（市販の家庭でもちい

るダニトラップはこのシトラールを使っているものが
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多い），また，この物質には抗カビ作用もあり，大量

に分泌すると警報フェロモンとなるという，同じ物質

でも濃度が異なると機能が全く逆に作用するという点

も非常におもしろい［詳しくは，清水（2022）参照］．

その後，東北農業研究センターで食菌性のササラダ

ニを飼育していた先輩研究員に，植物病害の防除につ

かうダニをもらって外分泌される物質のプロファイル

（何が含まれているか）を共著者に測定してもらった．

すると，そのササラダニから，ヤドクガエルの毒と同

じ成分が「みつかっちゃった」のだ．つまり，ヤドク

ガエルはササラダニを捕食してその防御物質を体の中

で濃縮（生物濃縮という）しているらしいのである

（Takeda et al., 2005）．このササラダニは，オトヒメダ

ニ科に所属する，アヅマオトヒメダニ（Scheloribates 
azumaensis Enami, Nakamura & Katsumata, 1996) であ

る．オトヒメダニ科は，世界中に分布している．当

然，ヤドクガエルの住む中南米にも住んでいる．ま

た，分泌物内に含まれる化学的な構造も，地上最強の

毒のひとつというくらいなので，ヤドクガエルと．み

つかったオトヒメダニくらいしかこの毒をもっていな

い（そのときまでは，現地のアリが毒の生産者だと思

われていたが，後にアリはダニを食べて毒を獲得して

いるらしいことが解った）．したがって，当然，ヤド

クガエルが中南米の森林で，このオトヒメダニを食べ

て，生体濃縮しているだろうということは想像がつ

く．今ならすぐに私自身が中南米に出かけてダニを採

集して確かめるのだが，当時，原生生物の研究ミッ

ションを抱えていた私には，そのような出張は許され

るはずがなく，指をくわえてみているしかなかった．

その想像は，みごとに私のアメリカの恩師（Prof. Roy 
A. Norton）を含むヤドクガエルの毒を専門とする研

究チームが，その後研究を現地でおこない実証された

（Saporito et al., 2007）．Norton先生を日本に招待した

ときに，セミナーで私の前でこの論文を紹介されたと

きの，真面目な彼の気まずそうな顔は忘れられない

が，状況が許さなかったので仕方のないことだったの

だ．

さて，実際，野生のヤドクガエルは，この毒のため

に人間も素手で触れることはできず，生息地の森林内

でも他の動物さえも触れないため，中南米のジャング

ルの林床を，悠々自適に歩いているのだという．しか

し，ペットショップのヤドクガエルは全く安全で，手

で触っても平気なのだ．これは，森林に生息するオト

ヒメダニたちを餌として食べていないからである．

この大発見に，「やっちゃったかも」と私自身大変

に焦った．なぜならば，農業資材としてこれから，こ

のダニの研究が益々発展していくと研究所も期待して

いるその時期，場合によっては畑にそのダニを撒い

て，植物の病気を減らそうという試みが行われようと

していた矢先だ．畑に撒く防除資材のダニから，地上

最強の毒ヤドクガエルの毒の成分が見つかったら，と

ても印象はよくない．幸いにして，この発見の後，私

も宮城教育大学に移ることになり，チームの先輩研究

者も偶然このチームを去ることになったので，この話

はここで終わりになる．良かったのか悪かったのか，

様々あって，このダニの防除資材化の研究は，実用に

なる段階には至らないまま，そっと幕を閉じたのであ

る．

なぜ，ササラダニ類が，ヤドクガエルの毒を分泌し

ていたのだろうか．ササラダニ類は他のダニに比べて

非常に動きが遅い．このため外敵からの捕食を受ける

ことになる（島野，2015）．そのために，体にカルシ

ウムを蓄積しクチクラを固くする（Norton and Behan-
Pelletier, 1991）だけではなく，体そのものを守るため

に「奇妙奇天烈」な形態（主に脆弱な脚を格納するた

め）によって，なんとかこの天敵から防御することが

必要になる（島野，2015, 2018b）．毒の成分はこの天

敵からの防御の為に分泌しているのではないかと考え

られている（例えばSaporito et al., 2007； Shimizu et 
al., 2012；島野，2018b）．
我々は他にも，昆虫のハムシ類が分泌する外敵忌避

物質（主にアリに対して）をササラダニが分泌してい

ることも報告した（Shimizu et al., 2012）．しかしなが

ら，多少これらの外敵忌避物質を分泌していても，た

しかに，野外では多くのササラダニが捕食されている

（Jałoszynski and Olszanowski, 2016）．この忌避物質に

よる外敵防御の戦略が成功しているのかどうか疑問を

感じる事も事実である．この疑問に対してHeethoff 
and Rall (2015) は，ダニが身の危険を感じたときに外

敵忌避物質を一瞬放出し，捕食者が一瞬ひるむ，その

結果ダニが逃避に成功する確率が上がる，つまり，

「一瞬ひるませ効果」が生存率を引き上げていること

を数学モデルによって示した（清水，2022）．
近年，ササラダニのうちコイタダニの仲間が，第二

次世界対戦でもガス室で使われたと同様の青酸ガスを

外敵忌避物質に用いていることが報告された（Brück-
ner et al., 2017）．この外敵防御戦略の研究は，益々面

白くなっていくのではないかと期待している．
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伝統製法としてチーズの熟成に貢献するダニ

ヨーロッパには伝統的手法としてダニが熟成する

チーズがある．熟成にダニが関わるチーズを日本に最

初に紹介したのは青木（1996）である．この本の中で，

ドイツのアルテンブルグという小都市にはアルテンブ

ルガーチーズというものがありコナダニを用いて熟成

するが，その事について，ドイツの研究者に問い合わ

せたが，良く解らないという回答が来たため，この話

題の探求はお蔵入りしてしまった．

筆者は，このチーズを求めて，ドイツのライプチヒ

の郊外のヴュルヒヴィッツ村を訪れ，ヘルムート・

図2. 伝統的なダニを熟成に用いるチーズ3種とチーズから得られたダニ．A，ダニの中で熟成中のMilbenkäse（ヴュルヒ

ヴィッツ村のチーズ工房，ドイツ）； B，熟成中のMimolette（フレンチ・フランダース地域のチーズ工房，フラン

ス）； C，熟成中のArtisou （オーベルニュ地域のチーズ工房，フランス）； D，様々な熟成度合いのMilbenkäse，白い

粉はダニ（ヴュルヒヴィッツ村のチーズ工房，ドイツ）； E，18 ヶ月熟成のMimolette（フレンチ・フランダース地

域のチーズ工房，フランス）； F，左から7 ヶ月，2 ヶ月，1 ヶ月熟成のArtisou （オーベルニュ地域のチーズ工房，フ

ランス）； G，Milbenkäseの上のチーズコナダニTyrolichus casei (Oudemans, 1910)［MimoletteとArtisouからも本種が

得られた（Shimano et al., 2022）］； H，Cantal vieuxの上のアシブトコナダニAcarus siro Linnaeus, 1758； I，Mimolette 
extra vieille (extra old) の上のオソアシブトコナダニAcarus immobilis Griffiths, 1964； J，チーズコナダニ； K，アシブ

トコナダニ； L, オソアシブトコナダニ．Shimano et al. (2022) とShimizu et al. (2022) から著作権ガイドラインに沿っ

て改変転載［Reproduced with modifications from Shimano et al. (2022) and Shimizu et al. (2022) according to copyright 
guidelines of journal Experimental and Applied Acarology］．ダニの写真提供：根本崇正氏．
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ペッシェル氏に会った．ミルベンケーゼ（Milbenkäse，
Milben＝ダニ＋Käse＝チーズ，ダニ・チーズの意）と

して，ヘルムート・ペッシェル氏によって，ダニで熟

成するチーズ作りの伝統が継承されていた．ちょう

ど，青木先生が調べようとされたときには，リース

ベット氏（愛称で“リースベットおばあちゃん”とよ

ばれている）が唯一の継承者であった時で，ミルベン

ケーゼも“絶滅”の危機だったのではないだろうか．

他に熟成にダニを用いるチーズとして，16世紀の

重商主義の時代からの伝統のチーズ，フランスのフラ

ンドル地方のミモレット（Mimolette）や，14世紀か

ら製法が伝承されているというフランス中央高地の

オーベルニュ地方のアーティズー（Artisou）が知られ

ている．そこで，これらのチーズ工房にも足を運び，

これらのダニ熟成チーズのダニを採集してきた

（図2）．その顛末については「幻のシロン・チーズを

探せ―熟成でダニが活躍するチーズ工房―」（島野，

2022）に記した．

英語では，吸血性のマダニを tickそれ以外のダニを

miteというが，フランス語ではチーズにつくダニのこ

とだけは，シロン（ciron）という．シロンはフラン

ス文学のなかでも，パスカルの『パンセ』や，ラ＝

フォンテーヌの『寓話』に登場し，小さい極限の概念

が具現化したものとして用いられてきた．フランス語

には，このciron（あるいはcéronと綴ることがある）

がもとになってできた動詞が二つある．cironnerと
céronner，いずれも「ダニが（～を）食べる」という

古語である．Tomme céronnéeというチーズがある．

日本語に直せば「ダニに食べられた（ダニによって熟

成された）トム（チーズの名前）」ということになる

（島野，2022）．
さて，近年，テロワールと言う言葉が日本にも広

まってきた．テロワール（terroir）は，もともと「土

地」を意味するフランス語の terre（英earthあるいは

land）から派生した言葉で，ワインの味わいに関係す

るブドウの生育地の土壌，気候，風土，人的要因など

土地固有である自然環境要因を意味する．ヨーロッパ

のワイン生産者の中には，ブドウ畑がそれぞれ独自の

酵母相を持ち，その酵母がワイン自体の独自の味を醸

し出していると考える．つまり，土地の固有の酵母が

テロワールの特徴のひとつであると考える人がいる．

一方，畑ではなく「蔵付き酵母」としてワイナリーに

棲み着いている酵母によって，独自のワインの風味が

でるのだとする考え方もある．自然環境要因（テロ

ワール）のうちの酵母がよりワインには作用している

とする考えには納得できる．

では，伝統的に何世紀にもわたって熟成過程でコナ

ダニを使い続けてきた，これらの3種のチーズ工房の

コナダニは，蔵付き酵母ならぬ「蔵付きダニ」なの

か？という疑問について調べてみた．パリや日本の

チーズ専門店で買った履歴のしっかりしたミモレット

とオーベルニュ産ライオル，パリの市場（マルシェ）

のチーズ屋さんで購入し，チーズダニがいることがわ

かっているオーベルニュ産のチーズ，サレールとカン

タル・ボーもあわせて用いた．核28S rRNA遺伝子D3 
領域のDNAシークエンスで形態同定を補完した．面

白いことに3つのチーズ工房とパリと日本の2つの

チーズ専門店の来歴のしっかりしたチーズからは，

チーズコナダニTyrolichus casei (Oudemans, 1910) が得

られた．パリの市場（マルシェ）のチーズ屋さんから

は，別の種類のコナダニが得られた．なぜか，伝統的

に何世紀にもわたって熟成過程でコナダニを使い続け

てきたチーズ工房からはチーズコナダニという種がえ

られたのである（図2）．
5つの異なるチーズからのチーズコナダニ個体を材

料に，MIG-seq法（Suyama and Matsuki, 2015）をもち

いて核内遺伝子座を解析した．数千以上のゲノム領域

をmultiplex PCRで同時増幅し，ゲノム中の単純反復

配列 inter-simple sequence repeatで囲まれた領域をター

ゲットとして，超並列シークエンサー（次世代型シー

クエンサー）を用いて塩基配列を決定し，各チーズ工

房の間の遺伝構造を解析した．その結果は，3つの

チーズ工房とパリと日本の2つのチーズ専門店の来歴

のしっかりしたチーズの間では，遺伝子から見てまっ

たく地理的な隔たりというものは見られなかったので

ある（Shimano et al., 2022）．この理由はまったく明瞭

な説明は出来ない．それでも理由を考えてみた．古く

ローマの時代，ケルト人に育まれた熟成チーズが広く

ヨーロッパに輸出されていたことは解っているので，

冷蔵庫がない時代に，チーズと共に，チーズコナダニ

もヨーロッパ全体に広まった．そして，時代や管理手

法によってその多くはいなくなり，ダニが好まれる

チーズ工房でしか生き残っていないのではないか．あ

るいは，ミツバチの古巣で本種チーズコナダニが多数

みつかることがあることから，ミツバチによって，遺

伝的なシャッフルがおきているのか，とも考えられる

が，本種は昆虫などへの便乗形態（第2若虫，以前は

ヒポプスとよばれていた）をとらないことから，後者

の可能性は，前者ほども高くないと考えられる．

さて，なぜ熟成時にダニを用いるのだろうか？チー
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ズが球形で全体がバスケットボールほどの大きさの

チーズであるミモレットの場合，ダニがチーズの外皮

を食べて穴をあけ表面積を増やすことによって，チー

ズ内部のガス交換がより多く行われることが熟成で重

要だといわれている．ミルベンケーゼとアーティズー

は，熟成後ダニの付いた外皮ごとチーズをたべる．

フェロモンの説明で述べたが，このネラールの“レモ

ン香”がチーズに独特の風味をつけるのだという．

Brückner and Heethoff (2016) はチーズから得られた

チーズコナダニと，アシブトコナダニAcarus siro 
(Linnaeus, 1758) の外分泌物質の成分を示すと共に，

ダニを取り除いたチーズ（アーティズーとミルベン

ケーゼ）自体のヘッドスペース（上空）の空間に漂う

香り成分を分析したところ，チーズからはネラールは

検出できなかった．我々の研究でも，由来のしっかり

したチーズをもちいたShimizu et al. (2022) で，アー

ティズーのヘッドスペースの香り成分からはネラール

は検出できなかった．したがって，コナダニが熟成中

にチーズ自体の内側に風味を添加するということはな

いことが解った．なお，Shimizu et al. (2022) では，

Brückner and Heethoff (2016) が使用したスーパー（デ

リカテッセン）で購入したミモレットのコナダニは，

アシブトコナダニではなく，オソアシブトコナダニ

Acarus immobilis Griffiths, 1964であることを，ダニの

外分泌成分を同定し訂正した．コナダニが熟成で行う

役割をもう一度まとめると，チーズの熟成の初期段階

でつくカビの制御（ダニの摂食と外分泌物物質での抗

カビ作用），ダニがチーズの外皮を食べることによる

チーズ内部のガス交換の促進，そして，ダニと共に

チーズを食べるときの独特のレモン香の添加という効

果が考えられる（Shimano et al., 2022; Shimizu et al., 
2022）．なお，レモン香のあるネラールを分泌してい

るのは，チーズコナダニと，ケナガコナダニTyropha-
gus putrescentiae (Schrank, 1781) であり，アシブトコナ

ダニと，オソアシブトコナダニは分泌していない

（Shimizu et al., 2022）．ミルベンケーゼとアーティ

ズーの熟成に関与するのはチーズコナダニであった事

を書き添えておきたい．

青木（1996）が初めて日本に紹介したアルテンプル

ガーチーズであるが，その他のフランスのダニ熟成

チーズも含め，熟成に用いられるチーズコナダニの遺

伝構造解析と熟成でのダニの役割について，日本から

調査に行った我々が，ドイツとフランスのダニ学者に

先駆けて比較し，明らかに出来たこと（Shimano et 
al., 2022; Shimizu et al., 2022）は大変に嬉しいことで

あった．

動物分類学と生物の保全

さて，学名の付けられた生物は約122万種，地球に

は総計870万種の生物が生息していると推定され，そ

のうちおよそ86％は未記載種（約748万）だと考えら

れる（Mora et al., 2011）．IPBESによれば，現在の絶

滅速度からすれば100万種が絶滅危惧種という（IPS-
ES, 2019）．
動物分類学の起点となる1758年Linnaeus “Systema 

Naturae” 第10版が出版されてから（Linnaeus, 1758），
現在2022年まで264年経っているとして，記載された

生物種が約122万種であれば，1年に約4621種が記載

されていることになる．このペースであれば，未記載

種748万種を記載するにはあと1626年かかることにな

る．

しかしながら，具体的には後述するが，近年の種の

記載の速度は上がっており，La Salle et al.,（2009）は，

近年の1年間の新種記載の数は約16,000–20,000種（平

均18,000種：ただし化石種も含むらしいがここでは含

めて計算する）と推定している（SOS Report, 2009）．
これならば，のこりの全ての未記載種を記載するなら

415年に縮められる．

ところが，環境省（2010）によれば，1年間に絶滅

する種の数は約40,000種であると推定されるため（マ

イアーズ，1981），約40,000種の絶滅マイナス，平均

約18,000種の新種記載，すると答えは約22,000種で，

1年に記載される種の数よりも約22,000種がより多く

絶滅していることになる（ちなみに，計算してみると

最悪な場合には，分類学者の仕事は129年後くらいに

全てなくなる＝未記載種はすべて絶滅することにな

る）．

別の計算を見てみよう．Costello et al. (2013) は，「絶

滅する前に，地球上の種（すべて）に名前をつけるこ

とはできるのか？」と題したレビューの中で，現在地

球上に存在する種の数は500万±300万種と推定し

（だいぶ幅が大きい），そのうち150万種は名前がつけ

られていると推定した．

興味深いことに，1980年代，1990年代，2000年代の

10年ずつを比較して，分類学者の数は減少していると

考えられていたが，新しい種を記載する分類学者が増

えており，記載される論文数も，2000年からの10年
は増加している事を示している （Costello et al., 2013）．
分類学者に勇気を与える（?）報告かもしれない．
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「その他陸上節足動物」 カテゴリーで唯一の絶滅種 *

［*トキウモウダニについての記述は島野・脇 （2020）
の一部を改訂し抜粋した］

さて，現在，日本の環境省版レッドデータブック

（環境省，2020）において，昆虫数種以外の陸上節足動

物で，絶滅（EX）（我が国ではすでに絶滅したと考え

られる種）のカテゴリーとなっているのは，唯一，ト

キウモウダニCompressalges nipponiae Dubinin, 1950で
ある（図3）．
トキNipponia nippon (Temminck, 1835) は“日本”と

いう学名を冠する日本を代表する鳥のひとつである

図3. トキウモウダニCompressalges nipponiae Dubinin, 1950．走査型電子顕微鏡像．標本提供：環境省・佐渡トキ保護セン

ター．

図4. トキNipponia nippon (Temminck, 1835)．朱鷺と漢字で書くようにトキの羽は非常に美しい（野外繁殖個体）．矢印，

この周辺の風切羽の羽軸部付近にトキウモウダニとトキエンバンウモウダニがよく観察される．写真提供： 岡久雄

二氏．
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（図4）．本鳥種からはトキウモウダニCompressalges 
nipponiae Dubinin, 1950およびトキエンバンウモウダ

ニFreyanopterolichus nipponiae Dubinin, 1953の2種が，

いずれもロシアと中国国境に位置するハンカ湖から記

載されている．これら2種はいずれもトキ以外の鳥種

からは見出されないことから，宿主特異性が高いと考

えられている．

さて，これらのダニはトキと同様に“日本”という

学名を冠するウモウダニ類である．ウモウダニ類は，

さまざまな種の鳥の羽表面にとりつき共生するダニの

総称である．良い革職人は，革のカバンや，靴を手入

れするときには，まず，リムーバーをつかって，古い

ワックスを革から除き，その後に新しいワックスを塗

る．ワックスを塗り重ね続けると，厚化粧になり通気

性を損ない，革の寿命を縮める．鳥は尾脂腺から脂肪

酸を含む油脂を分泌物する．くちばしで羽毛に塗って

羽づくろいをし，羽毛を良好に保ち，また羽毛の防水

性を高めている．ウモウダニの主な餌は，この羽毛表

面の古くなった油脂，および，羽の表面のカビや細菌

などと考えられている．一方，羽そのものや鳥の体表

組織，まして血液を餌として利用することはない

（Proctor and Owens, 2000; Proctor, 2003など）．

1993年に日本産トキのオス「ミドリ」・メス「キン」

が合計2羽残った状態で，初めての「日本の絶滅のお

それのある野生生物」の一覧である環境省版レッド

データブックに絶滅危惧種（E：この時はEWという

カテゴリーはない）として掲載された（環境庁，

1993）．1995年にオス「ミドリ」が死亡．1998年には

トキは改訂された環境省版レッドリストの「野性絶滅

（EW）（飼育・栽培下，あるいは自然分布域の明らか

に外側で野生化した状態でのみ存続している種）」と

して掲載された（環境省，2002）．1999年1月に中国

産のトキのつがいが日本に贈呈され，佐渡トキ保護セ

ンターで人工繁殖が始められた．2000年，トキに特

異的に共生するトキウモウダニは，「どこかに」残っ

ているのではないかという望みを託して環境省版レッ

ドリストに「絶滅（EX）」ではなく「野生絶滅（EW）」

として選定された（環境庁，2000）．当時，委員会の

座長の青木淳一先生が本種を推薦されている．2003
年に，しかしながら日本産の最後の個体「キン」が死

亡し，日本産トキは途絶えた．

1999年以降，中国陝西省から贈呈・提供された全7
羽を始祖として，日本の佐渡島の佐渡トキ保護セン

ターにおいて，関係者の甚大な努力によって本鳥種の

人工繁殖が成功し，現在の飼育個体群が確立，その成

果により2008年秋から100羽を超えるトキが放鳥され

ている（環境省，2019a）．放鳥個体は野外に定着し，

個体群を継続的に維持していることから，2019年環

境省のレッドリストにおいて，トキは「野生絶滅

（EW）」から「絶滅危惧 IA類（CR）」にランクダウン

された（環境省，2019b）．
しかしながら，これと同時にトキウモウダニのラン

クは「野生絶滅（EW）」から「情報不足（DD）」に変

更された（環境省，2019b）．宿主トキは野外個体群の

回復がなされたが，日本国内でトキウモウダニが回復

したのかどうか，飼育室のトキ個体はもちろん，特に

放鳥個体および野性繁殖個体において，充分な調査が

行なわれていなかったからである．「どこかに」残っ

ているのではないかという望みは継続されていた．

そこで，筆者らは環境省によるレッドリスト見直し

に係る現地調査の一環として，まず1995年に死亡し

た日本産トキ「ミドリ」ならびに2003年に死亡した

「キン」の羽を調査した．次に，現在日本に導入され

ている中国産トキ個体群のウモウダニ類の種を把握す

るため，佐渡の野外個体群の死体（放鳥個体及び野外

繁殖個体）から羽を得た．さらに，佐渡トキ保護セン

ターの飼育室に落ちていた中国産個体の羽を回収し顕

微鏡下で観察した．

観察の結果，日本産のトキ2個体「キン」「ミドリ」

の無作為に抽出した17枚の羽からトキウモウダニ68
個体と，トキエンバンウモウダニ35個体を確認した．

一方，中国産のトキの羽621枚からは17,800個体の

ウモウダニが見つかったが，それらはすべてトキエン

バンウモウダニであり，トキウモウダニは1個体も確

認できなかった．なお，飼育ケージの床に落ちていた

羽や保存羽からウモウダニではない自由生活性のダニ

類（植物寄生性・環境生息性）が8個体発見された．

形態観察から7個体がカビなどの有機物を食べるコナ

ダニ類［ホソアシケナガコナダニTyrophagus longior 
(Gervais, 1844) など］であり，1個体は植物寄生性ダ

ニ（カキヒメハダニTenuipalpus zhizhilashviliae Reck, 
1953）であり，トキウモウダニは見つからなかった．

つまり，日本産のトキの最後の2個体「ミドリ」と

「キン」には，トキウモウダニとトキエンバンウモウ

ダニの2種がついていたことがわかった．しかしなが

ら，日本に導入されて繁殖に成功した中国産トキ個

体，および，放鳥され野外に定着している中国産トキ

個体に関して，我々は可能な限りの方法を使って調べ

たが観察されたのは片方の種，トキエンバンウモウダ

ニだけであった．
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したがって，トキウモウダニは日本産トキととも

に，少なくとも日本では絶滅したと結論づけた（Waki 
and Shimano, 2020）．この結果を受けて，2020年にト

キウモウダニは環境省のレッドリストにおいて「野生

絶滅（EW）」から「絶滅（EX）」に変更された（環境

省，2020）．2019年のトキの「野生絶滅（EW）」から

「絶滅危惧 IA類（CR）」へのランクダウンとは，逆の

方向に修正されたことになる．その後，トキウモウダ

ニとトキエンバンウモウダニの2種を電子顕微鏡観察

も含めて，再記載を行った （Waki and Shimano, 2022）．
現在，地球上でトキの野外個体群は，中国，日本と

韓国（放鳥，中国陝西省由来）のみに，生息してい

る．中国陝西省由来の全7羽を始祖とした日本の個体

群には，トキウモウダニはついていないため，おそら

く中国・韓国の現存のトキ個体群にも本種はついてお

らず，野外において地球上からトキウモウダニは絶滅

している可能性が高いと我々は考えている．

多くの関係者の大きな努力や地道な研究が成果とし

て実を結び，日本の空に再びトキは帰ってきた．しか

し，日本産のトキと共に生活していたトキウモウダニ

は再び日本のトキの翼に帰ってくることはないと思わ

れる．生物が1種絶滅すると，寄生・共生関係にあっ

た生物種もいなくなってしまうというひとつの例であ

る．この研究も青木淳一先生が提案され，委員を引き

継いだ私とその共著者が決着をつけたことになる．

ダニ種の絶滅

さて近年，100年以上前に絶滅したと思われていた

野生のガラパゴスゾウガメが再発見されたように（Sa-
plakoglu, 2021），大きな動物でも本当に絶滅したかど

うかについては疑問が残ることがある．まして，小さ

なダニ種が絶滅したかどうかを証明するのは至難の業

である．紹介したトキウモウダニの日本での絶滅の例

（Waki and Shimano, 2020）の他に，20世紀初頭に北ア

メリカで絶滅したオウムの羽から見いだされた6種の

ウモウダニの死骸に基づく絶滅種の新種記載の例

（Mironov et al., 2005）がある．宿主特異性が高い共生

（寄生）ダニであれば絶滅の確からしさも向上するだ

ろう．

Mihalca et al. (2011) は，寄生性（吸血性）のマダニ

類について，絶滅リスクを評価しており，63種の絶

滅危惧種と1種の絶滅種を示している．マダニ類で絶

滅したと想定されるのは Ixodes nitens Neumann, 1904
であり，インド洋のクリスマス島のクマネズミ属の一

種Rattus macleari (Thomas, 1887) から採集された2匹
の雌に基づいて記載された．宿主ラットR. macleariと
同所的に存在する英名ブルドッグ・ラットRattus nati-
vitatis (Thomas, 1888) は本マダニ種 I. nitensを保有して

いなかったため，本マダニ種は，宿主特異性が高いと

考えられた．宿主のラットR. macleariも同所的に生息

していた別のラットも，クリスマス島の固有種であっ

たが，2種とも最後の報告は1903年で，マダニは次の

年に記載されている．

宿主ラットは，探検隊が持ち込んだクマネズミRat-
tus rattus (Linnaeus, 1758) が病気（トリパノソーマ）

を感染させ，それが種の絶滅につながったと考えられ

る（Pickering and Norris, 1996）．本マダニ種は宿主特

異性が高いため絶滅種の可能性が極めて高い，移入ク

マネズミからは確認されてはいない（Mihalca et al., 
2018）．
国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストでは，

現在のところ，絶滅種1種を含め，IUCNレッドリス

トの絶滅危惧種として評価されたダニは11種のみで

あった（IUCN, 2021）．絶滅種はセイシェルの森林土

壌に生活する自由生活性のカタダニ類の一種Dicrogo-
natus gardineri (Warburton, 1912)で，2002年と2011–12
年の調査にもかかわらず，1909年以来この種は見つ

かっていないため絶滅したと評価された（Gerlach, 
2021）．
以上，現時点で筆者の集めた情報をまとめると，地

球上の絶滅ダニ種と考えられるのは，トキウモウダニ

を含む7種のウモウダニ類，1種のマダニ類，そして，

1種のカタダニ類の少なくとも合計9種ということに

なる．

さて自由生活性ダニの絶滅を評価することは極めて

難しいが，自由生活性を含む全ダニ種を考慮した絶滅

リスクについて，Sullivan and Ozman-Sullivan (2021)
は，「ダニ類の大部分は熱帯雨林に生息していると推

測されるが，熱帯雨林の50％以上が破壊されたり，

深刻な劣化を受けたりしているため，2000年までに

ダニ種の約15％が絶滅したと考えられる」とかなり

大胆な推定した．また，Napierala et al. (2018) は，実

際にポーランド全土で50年以上にわたって採集され

た16,921の土壌ダニサンプルから，トゲダニ類のうち

イトダニ類に注目し，158,051個体の採集地点の記録

と集計を行い，それらの結果に「修正した IUCN基準」

を適用したところ，40％以上の種が「危機Critically 
Endangered（CR）」，「深 刻 な 危 機Endangered（EN）」

に分類された．
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このような状況で2021年に，ダニ専門委員会Mite 
Specialist Group（MSG）が，国際自然保護連合の種の

保存委員会（Species Survival Commission: SSC）内に

立ち上げられた（Ozman-Sullivan and Sullivan, 2021）．
現在，筆者もレッドリストに追加するダニ種の草案の

一部を提出したところである．委員会ではトキウモウ

ダニを含むダニ類全体の再評価を行っている．今後，

国際自然保護連合のレッドリストでも，ダニの絶滅危

惧種とその評価と保全に関する議論が具体的に行われ

ることになる．

有殻アメーバ種の絶滅

体サイズの小さなダニの絶滅の証明が難しい事にふ

れたが，さらに小さい原生生物の絶滅についても，触

れてみたい．「象徴種“Flagship species”」という考え

方がある．ある地域の環境保全の重要性を，広く社会

に訴求するために選ばれた種のことである．例えば， 
WWFのロゴマークとしても使用されているジャイア

ントパンダAiluropoda melanoleuca (David, 1869)はその

例で，国内では，ヤンバルクイナHypotaenidia oki-
nawae (Yamashina & Mano, 1981)や，イリオモテヤマ

ネコPrionailurus bengalensis iriomotensis Imaizumi, 1967
などといったところだろう．Flagship speciesには生態

学的には「生態系の頂点に立つ種」という別の意味が

あるがそのことではない．

微生物にはBeijerinckの有名な概念“in micro-organ-
isms, everything is everywhere”「微生物は全てのもの

（種）が全ての場所に（生息している）」（Beijerinck, 
1913）があり，原生生物では“all species of fresh-water 
protozoa could eventually be discovered in one small 
pond”「淡水産種の全ての種が最終的には1つの小さ

な池で全て見つかる」（Finlay and Esteban, 1998）とい

う言葉も近年まで普通に使われてきた．しかし，原生

生物で象徴種を提案したのは， Foissner (2006)，Foiss-
ner (2007)，そして，Foissner et al. (2007) であり，形態

的に間違えようがない特徴のあるいくつかの種につい

て，それまで懐疑的であった原生生物学者たちに，原

生生物に地理的分布があることを明確に示した．

我々が新属として記載した繊毛虫類の一種Levico-
leps biwae Foissner, Kusuoka & Shimano, 2008は，古代

湖としての琵琶湖（Satoguchi, 2012）に固有の原生生物

のひとつだろう（Foissner et al., 2008）．Levicoleps属
は世界中に汎存するColeps属とは，外側をカルシウ

ム質の鎧板が覆う繊毛虫という点で同じ特徴を持つ

が，鎧板に棘を全く持たない点で属として大きく異な

る（Coleps属は，明瞭な棘を持つ）［なお，現在では，

韓国からLevicoleps属の本種の1亜種と，別の1種が

記載されている（Chen et al., 2016）］．原生生物を固有

種という背景には，田中（2002）にまとめられている，

同著者による「プランクトンから見た本邦湖沼の富栄

養化の現状」と題された日本中の湖沼のプランクトン

の膨大な論文とデータがあるからで（島野・三好，

2008），それにもかかわらずL. biwaeのような特徴的

な種について，日本の他の湖沼で類似するような生物

種は本書にはみあたらない．

もう一種，古代湖琵琶湖を代表する原生生物ビワコ

ツボカムリDifflugia biwae Kawamura, 1918は，Foissner 
(2007) が象徴種を取り扱った総説の中でもとりあげて

いる．細胞も大きく（殻は長さが0.24–0.38 mm）形態

的にも長い角が1本あるというプランクトンの中でも

目立つ種でありながら，今では琵琶湖で生きたものを

見ることはできない（図5）．有殻アメーバ（殻を持つ

アメーバ）である本種も，前種の繊毛虫と同様に，日

本では琵琶湖以外ではいまのところ報告はない（例え

ば，田中，2002）．滋賀県県のこれまでの調査では，

1960年代の8月には，本種が琵琶湖のプランクトンの

優占種となっていたが，琵琶湖の底質環境の変化など

図5. ビワコツボカムリDifflugia biwae Kawamura, 1918．
光学顕微鏡像．標本提供：一瀬諭氏．



島野智之

12　　 タクサ　No. 53 (2022)

により，1970年代から次第に個体数が減少し，1981
年10月に生きた個体が見つかったのを最後に，それ

以降は生きた個体は見つかっていない（Ichise et al., 
2021）．筆者も2008年頃，琵琶湖博物館との共同研究

で，琵琶湖の湖岸の全周囲調査や船による湖底調査を

行ったが，見つけられたのは殻のみで，生細胞は得ら

れなかった（未発表）．

国外では，中国の3つの湖で本種の記録があるが

（Li and Yu, 2001; Wang et al., 2003; Yang and Shen, 
2005），例えば，Mulan Lakeの個体は琵琶湖の本種と

は形態的に異なる事が予想された．そこで，このまま

放置すると，DNA情報がないばかりか，琵琶湖に残

された本種の殻が消失することも考えられる（有殻ア

メーバ類では，種レベルは主に殻の形質で同定する）．

そうなると，真の本種の形態も解らなくなってしまう

ため，記載から103年を経て，筆者達はネオタイプの

指定と再記載を行った（Ichise et al., 2021）．同時に，

手に入れることが出来たMulan Lakeの個体も用いて

形態計測を行い，琵琶湖の本種とは形態的には異なる

事を示した（Ichise et al., 2021）．加えて，「ビワ
4 4

ツボ

カムリ」という和名も用いられていたが（例えば，水

野・高橋，1991），原記載の時に使われていたビワコ
4 4 4

ツボカムリへの和名の統一も提唱した（Ichise et al., 
2021）．滋賀県レッドデータブック2020年版には，「ビ

ワツボカムリ」の和名により「絶滅危惧種」のランク

で掲載されているが，将来的には修正したいと考えて

いる（滋賀県，2020）．

日本のオオムカデ属の新種記載

オオムカデ属Scolopendra Linnaeus, 1758は，ムカデ

綱（唇脚綱）Chilopoda Latreille, 1817のなかでも体長

が最大の種を含むムカデの中でも代表的な分類群であ

る．1874年（明治7年）から1882年（明治12年）ま

で，オーストリアのウィーン生まれのアルブレヒト・

フォン・ローレツ（Albrecht von Roretz）という医師

が日本に滞在した．彼は日本にドイツ式の医学の普及

を行ったが，同時に日本の各地から多くのクモの仲間

やムカデ類を採集してヨーロッパに送った．その標本

はいまでも，ウィーン自然史博物館に所蔵されてい

る．ドイツのニュルンベルクにいたというコッホ（L. 
Koch）は，これらクモ類やムカデ類の標本をもとに，

1878年に多くの新種を日本から発表した（Koch, 
1878）．この論文で記載されたムカデは，北海道を除

く日本全土に生息する体長12 cmの普通種であるトビ

ズムカデScolopendra mutilans L. Koch, 1878と，同様

に北海道を除き日本に広く分布する普通種のアオズム

カデScolopendra japonica L. Koch, 1878である．毎年，

このトビズムカデによる咬傷事故が起きている（原田

ら，2005）．
日本には，高桑良興，高島春雄，三好保徳，篠原圭

三郎（敬称略）など世界でも有名な多足類研究者がい

たが，1874年に日本からオオムカデ属の2種の記載が

ドイツ人によって行われて以降，日本に生息するオオ

ムカデ属から日本人によって新種記載された種はな

かった．

半水棲ムカデ

2016年，ヤンバル，沖縄島（＝沖縄本島）の北部

に生息するという体長27 cmのヤンバルオオムカデ

（通称）がブログやSNSなどで紹介され，一気に愛好

家の間で有名になった．陸上の甲殻類で体長40 cmを

超え4 kgにもなるオカヤドカリ科のヤシガニBirgus 
latro (Linnaeus, 1767) を除けば，陸上で最大の大きさ

の節足動物は与那国島に生息している蛾の一種，ヨナ

グニサンAttacus atlas ryukyuensis Inoue, 1993だろう．

羽の両端の長さが18.5–20 cm程度である．

体長が20 cmを超えるムカデの未記載種が，まだ残

されていることに，誰もが驚いたのである．もし，そ

れが本当なら日本最大のムカデ種であるだけでなく，

陸上節足動物でも最大となるからである．小笠原など

にも外来種としてオオムカデScolopendra subspinipes 
Leach, 1815が生息しているが，最大で20 cm程度であ

る．

ヤンバルのオオムカデの噂はインターネットでの販

売に繋がり，最も高額なものは1頭あたり約13万円の

値がついた．本種を乱獲から守る必要が生じた．ここ

で，もうひとつ，ヤンバルのオオムカデ未記載種は，

水の中に逃げ込む性質をもっているという大きな付加

価値が付いた［現在では，本種は陸上の昆虫類等より

は，むしろエビやカニといった水棲の甲殻類を餌に好

むことが解ってきている（島野，未発表）］．本種が一

部で知られるようになったのと同じ年，2016年，世

界で初めて半水棲（陸と淡水の両方で生活する）のオ

オムカデが，ラオスとタイの東部から発見・記載され

た（Siriwut et al., 2016）．一般的にムカデ類は林床で

生活するという常識が覆され，半水棲オオムカデは世

界中で大きなニュースになった．本種は滝周辺から採

集されており，学名は滝（cataract）を意味するScolo-
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pendra cataracta Siriwut, Edgecombe & Panha, 2016，体

長は12 cmで，大きくても20 cmである．

2018年に我々の研究チームが本種の研究に取り組

んだ矢先に，世界で2番目となる半水棲ムカデがフィ

リピンから記載された（Doménech et al., 2018）．体長

14 cm，オレンジ色や青色という極彩色の色彩を持つ

Scolopendra paradoxa Doménech, Barbera & Larriba, 
2018である．ヤンバルのオオムカデは，新種記載す

れば半水棲ムカデとしても最大で，日本を代表するオ

オムカデ種となるはずだが半水棲ムカデとして3番目

はよいとしても，さらに次の半水棲種が記載されて仮

に世界4番目となると，4位ではオリンピックでも表

彰台には上れないのであるから．日本の多足類研究者

の先輩方にも顔向けができないとおもった．

私はヤンバルに入り標本の数を増やすために採集を

行いながら，地元の方々と会うことにした．生まれ

育った土地の生き物を，遠くからきた研究者がもちか

えり，勝手に名前を付けるのは，やはり気持ちよくな

いだろうと考えた．ヤンバルの最も北に位置する国頭

村の地元の様々な分野の方々に会って説明もした．好

ましい学名や和名などについても一緒に考えさせてい

ただいた．

遺伝子解析では，ミトコンドリアCOIと16S rRNA
遺伝子，核28S rRNAと18S rRNA遺伝子をもちいた

が，特にミトコンドリアCOI遺伝子は偽遺伝子が極め

て多い傾向にあった．オオムカデ類は形質を見分ける

ことが難しく，かつ人気があることもあって，査読は

過去に経験したことがないほど，極めて厳しいもので

あったので，共同執筆者は全員が本当によく頑張って

協力したとおもう．

なぜリュウジンと名付けた？「種の保存法」

厳しいだけではなく査読者はこちらのことも考えて

くれた．日本人の手による新種の記載なので，漢字で

和名を明記するようにと指示を出してくれた．Zoo-
taxa誌の論文では，漢字が誌面につかわれているのを

私は見たことがなかったが，査読者の意向なら漢字を

使おう，だれもが愛してくれるムカデ種にするための

絶好のチャンスと考えた．

さて，それでは和名は，当時広く仮称として用いら

れていたヤンバルオオムカデが良いのか？ヤンバルに

住む方々はヤンバルオオムカデが良いといわれたが，

本種の分布は八重山諸島，渡嘉敷島，久米島，そして

台湾など，ヤンバル以外の地域も含まれていた．本種

のそれぞれの生息地の方々が，それぞれの場所で，馴

染みの持った生物として受け入れ，本種を大切に保全

してもらえるかということを思い描いて検討した．

ヤンバルの友人に相談したところ，そこで出た話

が，ムカデの伝説であった．

図6. 水中のリュウジンオオムカデScolopendra alcyona Tsukamoto & Shimano, 2021．写真提供：佐藤文保氏．許可を得て転

載（Tsukamoto et al., 2021, reproduced with permission from the copyright holder ©Magnolia Press）．
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あるとき龍神が陸にあがって寝ていたが，その耳に

ムカデが入る．龍はなにがおきたのかと驚いて，飛び

起きて怖くなった．しかし，ニワトリが龍の耳に飛び

込んだかと思うとムカデをくわえてでてきた．龍は

「陸は恐ろしいところだ．ムカデとニワトリは恐ろし

い生き物だ」とそれ以来，陸に近づこうとはしなく

なった．

琉球王国の時代，海が荒れるのは龍神のためだと考

えられていたので，琉球王朝の船にはモカズ旗（ムカ

デ旗）を掲げ，船にはニワトリの絵が描かれていた．

ムカデと言えば龍神だが，龍が怖がる相手のムカデ

に龍神とつけてしまっては逆になる．そこで，琉球は

台湾にも使われる土地の呼称であるため，龍神を「琉

神」と読みかえた．ムカデは百足と書く．Zootaxaの
当の記載論文では，New Japanese nameに「琉神大百

足」として漢字がつかわれている記載文になった．

ムカデは上杉謙信が好んだ戦いの神，毘沙門天の使

い（眷属）でもある．琉神と名付けたオオムカデが，

沖縄の島々や台湾で，人々に尊重され，末永く護ら

れ，また，生息地の自然も含めて護られていって欲し

いものだと考えている．

このようにして，リュウジンオオムカデScolopen-
dra alcyona Tsukamoto & Shimano, 2021（図6）は，オオ

ムカデ属の種としては世界で3番目の半水棲種であ

り，143年ぶりに日本から記載された本属の種であ

り，また，日本人自身が初めて記載した本属の種とし

て，さらに，オカヤドカリ科のヤシガニを除けば，日

本最大の陸上節足動物種となった．

本種は多足類で初めての「種の保存法」に基づく緊

急指定種となり，現在のところ本種の捕獲・殺傷，

（売買を含む）譲り渡しなどの行為が禁止されている

（環境省，2021）．

市民科学と動物分類学

天文学の新しい星の発見や，古生物学での新規の恐

竜種の発見にはアマチュア（いわゆる科学者以外の市

民）の力が大きく貢献していることは，一般的によく

知られている．また，現生の動物を新種として記載す

る動物分類学の分野においても，種の記載を加速する

ために市民の力を借りるという考えは（例えば，馬

渡，2004），実際に成果をあげている．海底にミステ

リーサークルを作る魚類アマミホシゾラフグTorqui-
gener albomaculosus Matsuura, 2014（Matsuura, 2014）
や，リュウジンオオムカデ（Tsukamoto et al., 2021）の

新種記載に至る経緯も，実際には，科学者以外の方々

の発見や，彼らからの多くの協力を得て成されたもの

であるだろう．

このように，市民と研究者が協力しながら，科学を

加速させるという市民科学との連携は，近年は動物分

類学の分野でも活用されるようになってきた（小堀，

2022）．動物分類学の研究に市民が参加することは，

市民への生物多様性や生態系保全への関心に繋がると

考えられる．

このことは，絶滅危惧種の保全においても必要なこ

とであり，具体的には前述のトキの場合でも，中津ら

（2017）は「行動圏内に人家集落が含まれ，いずれの地

域でも人間の生活圏近くでトキが生活している」と報

告しており，生物の保全には地域住民の理解が不可欠

（プリマック・小堀，2008）であることは疑う余地はな

い．筆者らは，ブータンで25羽になってしまったシ

ロハラサギの保全活動にも取り組んでいるが，地域住

民の協力のもとで力をあわせた取り組みなしには保全

活動も成り立たない（シロハラサギ保全グループ，

2020; Khandu et al., 2020）．
さて，近年のスマートフォン使用などによりSocial 

Net Working （SNS） ユーザーが安定的に増加しており，

様々なSNSとその利用も研究されている（Park et al., 
2015）．海洋生物種の世界登録簿 （WoRMS） から 「2021
年の注目すべき海洋生物の新種トップ10」（WoRMS, 
2022）に，ヨコヅナイワシNarcetes shonanmaruae Poulsen, 
Ida, Kawato & Fujiwara, 2021などとともに「日本のツ

イッターダニ」として選ばれたチョウシハマベダニ

Ameronothrus twitter Pfingstl and Shimano, 2021の記載

は，ツイッターという一般のSNSを利用したもので

あった（Pfingstl et al., 2021）．生物多様性研究を目的

としたSNSである iNaturalist （iNaturalist, 2008–2022） 
は，現在，494万人以上のユーザーがおり，世界中か

らの動物，植物，菌類，その他の生物の記録が9,900
万回以上投稿されているという．日本にもバイオーム

という生物情報の蓄積の蓄積と利用を目的としたSNS
があり，今後に期待されている（バイオーム，2018–
2022）．
大人になってから自然や生物多様性に積極的に関心

を持つようになるには，幼少期や青年期に自然に感謝

の念を抱くような経験をした人と，積極的に自然を体

験したことが関係しているということが知られるよう

になった．このことについて，文献が増えつつある

が，生物多様性SNSは生物多様性の理解に協力でき

るだろう．近年，例えばHosaka et al. (2017) は，日本
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の都市住民1030名を対象に，29種類の野生動物に対

する好感度と，これらの動物を飼うことに対するアン

ケート調査し，これらの意識に及ぼす幼少期の自然体

験や社会・人口動態的要因の影響について報告した．

その結果，野生動物に対する好意的な姿勢には，本人

の現在の社会的属性よりも，幼少期の自然体験，特に

昆虫や植物の採集が重要な要因となっており，都市に

おける生物多様性保全の取り組みは，子どもたちに生

物多様性とのふれあいをより多く提供することに重点

を置くべきであろうと考察している．Sugiyama et al. 
(2021) は，同様なアンケート解析の結果から，幼少期

に自然との接触を増やすことが，その後の自然に対す

る否定的な認識を減らすのに有効であることを示唆し

ている．

市民科学を担う人材と動物分類学者が，協力をしな

がら研究を進めることは，今後，種の記載を加速する

と言う観点から必要なことであることは間違いない

が，これまでの協力方法にはないSNSなどの新たな

手法が開発されてきていることにより，研究者側の効

率化も行えるのではないかと期待を寄せている．
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